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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
相談対応件数とは、平成30年度中に児童相談所が相談を受け、援助方針会議の結果により指導や措置等を行った件数。

主な増加要因 ○ 心理的虐待に係る相談対応件数の増加（平成29年度：72,197件→平成30年度：88,389件（＋16,192件）） ○ 警察等からの通告の増加（平成29年度：66,055件→平成30年度：79,150件（＋13,095件））
（平成29年度と比して児童虐待相談対応件数が大幅に増加した自治体からの聞き取り） ○ 心理的虐待が増加した要因として、児童が同居する家庭における配偶者に対する暴力がある事案（面前ＤＶ）について、 警察からの通告が増加。

40,256 (25.2%) 29,474 (18.4%) 1,731 (1.1%) 88,389 (55.3%) 159,850 (100.0%)
身体、ネグ、性的、心理
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
心理的虐待　71.5％
　　　　　　　　　　　　　　　うちDV　６２．６％
身体的虐待　14836件　１８．５％
性的虐待　260件　　　　　０．３％
ネグレクト　７７２２件　　９．６％
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
WHO：2013
https://www.afpbb.com/articles/-/2951636

妊娠中にも暴力が継続するから。産後も自分の世話を優先しろと怒る。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
 PCIT研修センター長　当時は、東京女子医科大学附属女性障害健康センター
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
配偶者暴力相談支援センターにおける相談件数　平成27年　111630（来所、電話）件　（内閣府男女共同参画局　配偶者からの暴力に関するデータより）
生育歴では拾いきれず、母の生活のことを聴かないと出てこない。


男女間における暴力に関する調査（H29年度）内閣府　男女共同参画局
・身体的暴行、心理的攻撃、経済的圧迫、性的教養の一つでも受けたことある
女性：何度もあった・13.8％（男性4.8％）　１,2度あった・17.5％（男性15.1％）
　　　生活上の変化有り　62.5％（男性38.1％）
　　　子どもにも虐待　あり　21.4％　心理的虐待　16.1％　身体的虐待　10.8％　
　　　別れたいと思った　57.1％（男性28.7%）うち，別れた　12.6％
　　　　でも別れなかった理由　「子どもがいる，子どものことを考えたから」66.8％（男性60.4％）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ストーカー規制法（H1２施行）

警察庁　生活安全局生活安全企画課　刑事局操作第一課　H31.3
平成30年におけるストーカー事案及び配偶者からの暴力事案等への対応状況について

 
警察庁「H2９年の犯罪情勢」
配偶者による暴力事件　殺人157件　傷害2682けん、暴行4225件）

配偶者間による犯罪事件（2017）：7064件
　女性被害者6427件（91.7％）

 
保護命令事件　被害者に関する保護命令、子への接近禁止命令
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ひとり親世帯　相対的貧困率54.6%（2015）
　　　　　　　　　　子どもがいる世帯貧困率15.1％
母子世帯年間収入348万円（2015）
　　　　　　　　　　　　　児童のいる平均所得658万円
母子世帯の81.8%が働いている

子どものためにわかれる、子どもにあんなことをしたから、わかれる。→最終的に、その背景には、自分自身の怒りがあることに気づくことが大事



BFHFDEFT (Exga~)

- DY) it MHEEMBEREZRES54.6% (2015)
Frup’VwattEamEE15.1%

cBBEEEZITM->TVWS3HD 24.3% (2016)
BEXHEDY 24.4%

cBBEE I FLYLIA3A, 2AS5HH1HIZ
FPRICE-> T, #FHIFF, BAEICEL > TEEDIES

- GFHFERURANISL8A A (2015)
BEOWSEYPR1F658HH

« §FHFNEI.8%HE\NNT WS



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
内閣府男女共同参画局　ひとり親の状況　
H28年　母子世帯123.2万人　父子世帯18.7万人

全国ひとり親世帯等調査　相対的貧困率54.6%

養育費　平均　43707円　母子でもらっている。

平成27年度　子ども・若者白書
養育費：2014年　労働対策研究・研修機構　第3回子育て世帯全国調査にて
調停で83.7%養育費の取り決め、母子家庭での取り決め38.8%（２００６　厚労省）
支払う意思や能力がないと思った、関わりたくない、交渉がまとまらない、などで請求してない。
年収500万　裁判所算定　一人5万、日弁連9万
全国母子世帯等調査（2017）厚労省　H28年度結果


%ﬂ o)éig1t Sykes & Matza

JBIEERITEE, AIXEHEL, EHIELT S

BAIEEL W (EENTE)
WEENIINZ LD GREDTE)
WEEDGFRETEE
Bo0ITEIZIEET 20 D (KK, TE) (I3 L TIEH

WEELZHORRLTEATT




DVEEEH D XIE

YARATHLDVOHERICKRYZ S
WEBENDBCRELZEET S (FHR\W)
WEHICKH-> TEARW (XBELRW)
« (A9 T%H<) HFORRICESEZESDHES
BhElxRODoNF-E2EIFICT S

RIEH DL
rYHicEZ 3B
WEEODBCEBTEREHA:2EL 5



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
何をいっても否定され、コントロールされていた人に、急に自己決定と言われてもどうしたらいいかわからない人が多い。
自分で決めて、と言われても、選べない自分がダメと言われている気がする。最初は人に頼っていいことも伝える。

「どうして逃げないのか」では責められていると感じる。子どもの虐待や性犯罪と同じ
「どうして相手は暴力をふるうのか」という視点で。
被害者が別居や離婚を選べないことを責めない。
支援者が加害者や共依存にならないように

相談者に害を与えない。
相談者が自分で考える機会を奪わない。
安易に助言や指示を出そうとするのは，その人の自己変容性や成長力を信じていないことにつながるから。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
父親、母親、子どもという役割でみることから離れる（DVの根底、ジェンダーバイアスが影響）






DVEREICHSF LD

RN H-TH, TORFTEEMNMET S
-HElYICRIFLERBATEY, BYERHEIE S, B
TRF

FIREITEN L B R

c FYr Bl - THIIETN R FE
s B DFEEE L H a5 742\
- BRoNBZDITADHPNE NS



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
気持ちを適切に表現する方法を学ぶ機会が失われる。

父がいつ怒りだすかわからないから、感情を抑える、自分の気持ちを表出するのが難しい。

子どもは自分で決められない、親次第。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
加害者にもいいところがある、自分を助けてくれると思うことでやりすごす。
自分が頑張れば暴力はやむ。暴力さえなければ相手との関係はよいもの。
強いところと結びつかないと、生きていけない。　
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
関係性の中で発生する力動

自尊心

トラウマで自分が変わったことを自覚　もとからの性格と思いこまない

自分が弱いこと、不安や恐怖があることを認め、多くの人とつながることがDVの連鎖を止める。

母親自身の育ちやトラウマ症状への理解や整理が必要





EFDLRWHEZHILT

s FLHLDREDRRISH L S Hldh

s FLLHSEHESOSE LY 5 HENHR, FICFRPUEDT LB ICIIERE
BEEEEEATEHEL

c EFRE, FHREFNEFEFTURENIFRATNMEFADER

- RO REMKFAMICE T SFHREBFORE, R MEDH B

FoONBIRNZTEIFELDOERFEERRK



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
関係性の中で発生する力動

自尊心

トラウマで自分が変わったことを自覚　もとからの性格と思いこまない

自分が弱いこと、不安や恐怖があることを認め、多くの人とつながることがDVの連鎖を止める。

母親自身の育ちやトラウマ症状への理解や整理が必要
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